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国
保
だ
よ
り

国
保
だ
よ
り

　本宮市では、市政に対する皆さんのご意見、ご要望やご提案を伺うた
めに各施設に提案箱を設置しています。また、市ホームページのアンケー
ト、電子メールなどでも受け付けています。
　これまでに皆さんからお寄せいただいた
ご意見、ご提案などを皆さまからの「声」と
してお知らせします。
　なお、紙面の都合上要約した内容となり
ますのでご了承ください。

◆問い合わせ先　秘書広報課（内線223）

ご意見・ご提案をお寄せください

司法書士遠藤宏文事務所

相続手続は済んでますか？
ご相談ください！（相談無料、土日も相談可能）

郡山市桑野４－７－19－306
TEL 024－953－6114

その他　遺言書、贈与、不動産登記、債務整理・破産
　　　　裁判所への提出書類作成、日常トラブルなど

掛け金は一人年間 500円
◆お申込み・お問い合わせは
　本宮市役所　　生活安全課　☎33－1111または
　白沢総合支所　市民福祉課　☎44－2114

加入しましょう加入しましょう
にに市民交通災害共済市民交通災害共済市民交通災害共済

検
診
は

受
け
ら
れ
ま
し
た
か
？

［
個
別
検
診
も
受
け
ら
れ
ま
す
！
］

　

市
の
集
団
検
診
は
５
月
25
日
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
期
間
を
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
場
合

は
、
個
別
検
診
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

個
別
検
診
と
は
、
病
院
で
検
診
を
受

け
る
こ
と
で
す
。
集
団
検
診
の
場
合
と

同
じ
よ
う
に
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方

の
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
と
受
診
録
が
必
要
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な
い
こ

と
が
多
く
、
検
診
に
よ
り
早
期
に
発
見

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
検
診
は

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

安
定
し
た

国
民
健
康
保
険

財
政
の
た
め
に

　

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
は
、
歳
入

と
歳
出
の
均
衡
を
保
つ
目
的
で
単
年
度

ご
と
に
設
定
さ
れ
る
た
め
、
保
険
給
付

費
（
歳
出
）
の
変
動
と
密
接
に
関
係
し

て
い
ま
す
。
医
療
費
が
増
え
る
と
保
険

税
も
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、

家
計
へ
の
負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
、
重
複
受

診
、
時
間
外
受
診
な
ど
を
避
け
る
こ
と

で
、
医
療
費
の
増
加
に
歯
止
め
が
か
か

れ
ば
、
加
入
者
皆
さ
ん
の
負
担
を
抑
え

な
が
ら
、
国
保
制
度
の
安
定
し
た
運
営

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

医
療
費
に
も
関
心
を
も
ち
、
次
の
ポ

イ
ン
ト
を
参
考
に
、
医
療
費
の
節
約
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
重
複
受
診
や
転
医
を
控
え
ま

し
ょ
う

　
　

同
じ
診
察
、
検
査
な
ど
の
繰

り
返
し
は
医
療
費
の
ム
ダ
遣
い

に
な
り
ま
す
。

○
時
間
外
・
休
日
受
診
は
な
る

べ
く
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

急
病
な
ど
や
む
を
得
な
い
場

合
を
除
い
て
は
、
診
療
時
間
内

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
診
療
時

間
外
の
受
診
は
割
増
料
金
が
か

か
り
ま
す
。

○
治
療
に
支
障
が
な
け
れ
ば
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使

い
ま
し
ょ
う
。

　
　

先
進
医
薬
品
と
同
じ
成
分
、

薬
効
で
価
格
が
安
く
、
病
院
等
の

窓
口
負
担
の
軽
減
に
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
国
保
年
金
係

（
内
線
１
２
５
～
１
２
７
）

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。



1� 広報もとみや6月号

認
知
症
の
症
状

ご
存
知
で
す
か
？

　

認
知
症
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
脳
が
萎
縮
し
た
り
、
働
き
が
低
下
し

た
た
め
に
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
状
態
を
指
し
ま
す
。

■
中
核
症
状

　

脳
の
細
胞
が
壊
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
直
接

起
こ
る
症
状
で
す
。

①
記
憶
障
害　

新
し
く
覚
え
た
り
、
思
い

出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
覚
え
て
い
た

こ
と
を
忘
れ
る
。

②
見
当
識
障
害　

日
付
や
時
間
、
季
節
、

場
所
、
娘
を
姉
と
間
違
え
る
な
ど
人
間

関
係
等
が
分
か
ら
な
く
な
る
。

③
理
解
・
判
断
力
の
障
害　

考
え
る
ス
ピ
ー

ド
が
遅
く
な
る
。
２
つ
以
上
の
こ
と
が

重
な
る
と
う
ま
く
処
理
で
き
な
く
な
る
。

④
実
行
機
能
障
害　

料
理
や
旅
行
な
ど
の

計
画
を
立
て
、
段
取
り
を
し
た
り
様
々

な
こ
と
に
注
意
を
払
っ
て
行
う
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
。
服
の
着
方
や
道
具
の

使
い
方
が
分
か
ら
な
い
。

⑤
感
情
表
現
の
変
化　

右
記
①
～
③
の
症

状
の
た
め
、
正
し
い
解
釈
が
で
き
な
く

な
り
、
不
自
然
な
場
面
で
急
に
怒
っ
た

り
、
泣
い
た
り
、
笑
い
だ
す
な
ど
の
反

応
を
示
す
。

■
周
辺
症
状

　

中
核
症
状
に
加
え
て
、
本
人
が
も
と
も

と
も
っ
て
い
る
性
格
、
環
境
、
人
間
関
係

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
か
ら
み
合
っ

て
起
こ
る
症
状
で
す
。

①
不
安
・
焦
燥　

イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
一
人

に
す
る
と
落
ち
着
か
な
い
。
眠
れ
な
い
。

②
う
つ
状
態　

理
由
も
な
く
ふ
さ
ぎ
こ
む
。

悲
観
的
に
な
り
、
泣
い
て
ば
か
り
い
る
。

③
幻
覚
・
妄
想　

実
際
に
は
な
い
物
が
見

え
た
り
、
財
布
や
靴
を
盗
ま
れ
た
と
強

く
思
い
込
む
。

④
徘
徊　

目
を
離
す
と
、
す
ぐ
外
に
出
て

行
こ
う
と
し
た
り
、
目
的
も
な
く
歩
き

回
る
。

⑤
興
奮
・
暴
力　

夜
中
に
急
に
騒
ぎ
出
す
。

さ
さ
い
な
こ
と
で
も
声
を
荒
げ
る
。

⑥
不
潔
行
為　

理
由
も
な
く
入
浴
や
着
替

え
を
嫌
が
る
。
排
泄
物
を
隠
そ
う
と
す

る
。

⑦
せ
ん
妄　

意
識
が
混
濁
し
、
幻
覚
や
錯

覚
が
み
ら
れ
る
。

　

認
知
症
の
初
期
に
は
、
新
し
く
記
憶
す

る
こ
と
や
思
い
出
す
こ
と
に
支
障
が
出
た

り
、
日
付
や
時
間
が
分
か
ら
な
く
な
り
ま

す
。
同
じ
こ
と
を
何
度
も
言
っ
た
り
聞
い

た
り
、
探
し
物
ば
か
り
し
て
い
る
な
ど
の

症
状
で
、
周
囲
の
人
が
変
化
に
気
付
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
進
行
す
る
と
、

数
分
前
の
記
憶
や
、
場
所
・
人
間
関
係
が

分
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、
簡
単
な
作
業
が

で
き
な
い
、
運
動
機
能
が
低
下
す
る
な
ど
、

様
々
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
認
知
症
の

中
に
は
、
薬
で
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
も
あ
り
、
早
い
時
期
か
ら
薬

を
使
い
始
め
る
こ
と
で
、
健
康
な
時
間
を

長
く
で
き
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
早
め
に

主
治
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
他
、

認
知
症
の
症
状
や
受
診
、
介
護
な
ど
に
つ

い
て
ご
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

本
宮
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
３―

１
１
１
１　
（
内
線
１
１
６
）

◆歯周病環境をつくる４つの要因
　歯周病になりやすくなる要因は次の４つ。
　思い当たることはありませんか？
〈ライフスタイルから…〉
　食生活のかたより、飲酒、喫煙など
〈精神的なものから…〉
　ストレスによる体力、抵抗力の低下
〈口の環境から…〉
　むし歯、噛み合せの悪さなど
〈体の健康・体質から…〉
　糖尿病などの疾患、ホルモンバラン
　スの乱れ、遺伝など

◆歯周病の起こり方
１．歯に歯垢がたまり、歯肉に炎症が起こ

る。歯ぐきから出血しやすい状態。
２．歯と歯ぐきの境目に「歯周ポケット」とい

う溝ができ、歯槽骨が溶け出す。
３．歯肉が化膿し、血や膿が出る。口臭がし、

歯がぐらぐらする。
４．歯槽骨の溶解が進み、歯が抜ける。

◆歯周病を予防するために
・毎日歯肉のセルフチェックをする
　歯をみがいたときに血がでないか？歯肉

が腫れていないか？口臭が気になるか？
など毎日歯みがき前に鏡でチェックし
ましょう。

・正しく丁寧に歯をみがく
　毎食後すぐ、歯ブラシだけでなく、歯

間ブラシなどを使って丁寧にブラッシ
ングしましょう。

・バランスのとれた食習慣
　偏食や外食過多は、ビタミンやミネラ

ルの不足による口腔異常を招きます。
バランスのとれた食習慣を心がけま
しょう。繊維質のものや噛みごたえの
あるものをしっかり噛むことは歯の清
掃にもなり、歯垢の沈着を防ぎます。

・ストレスをためない規則正しい生活
　生活のリズムが乱れたり、ストレスが

多い生活をしていると歯ぐきにトラブ
ルが発生しがち。喫煙は、歯肉の血液
循環を悪くするので要注意です。

・年に１～２度は歯石除去と検診を受け
ましょう

お口の中から健康づくり
～80歳で20本の歯を保つために歯周病を防ぎましょう～

10人に８人は歯周病！手遅れになる前に引き返そう
　歯周病は、日ごろの習慣と関係の深い「生活習慣病」です。はじめは自覚症
状がほとんどないので原因となる習慣を改める機会もないまま悪化しがちで
す。歯ぐきの縁が炎症を起こしている「歯肉炎」から、出血や膿がひどくなる
「歯周炎」へと、知らず知らずのうちに進行してしまいます。




